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研究成果の概要（和文）：本研究は、多元社会シンガポールを主たる研究対象に位置づけ、錯綜する民族間関係
と宗教間関係の現状分析を踏まえ、集団間の調和的関係の構築・維持の方策とメカニズムとを、現地調査を核
に、複眼的視点から捉えようとするものとして企画された。しかし初年度後半から表面化したコロナ感染症が進
捗の大きな障害となった。メンバーは、予期に反してオンラインでの取材活動を余儀なくされたが、各々工夫を
凝らして業績に結実させることができた。この間、コロナ感染症への宗教施設の対応やパンデミック下の儀礼の
変容など、思いがけない事態に遭遇して、新たな問題意識の萌芽を得ることができたのは、ある意味で幸いなこ
とであった。

研究成果の概要（英文）：Having Singapore as the main subject of research, this project aims to 
investigate the policies and mechanisms for building and maintaining harmonious relationships 
between groups, based on an analysis of the current state of complicated inter-ethnic and 
inter-religious relationships. It was planned to capture it from a compound perspective. However, 
the corona infection that surfaced in the second half of the first year became a major obstacle to 
progress. Contrary to expectations, the members were forced to conduct online research activities, 
but they were able to put their ingenuity into practice and achieve results. In a sense, we are 
fortunate that during this time, we were able to encounter unexpected situations, such as the 
response of religious facilities to COVID-19 and the transformation of rituals under the pandemic, 
and were able to gain a new awareness of issues.

研究分野：南アジア研究、移民研究（インド系移民集団を中心に）

キーワード： シンガポール　宗教間理解　宗教間対話　宗教政策　文化政策　多元社会　宗教多元主義　複合民族国
家

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
民族間の調和的関係は宗教間の調和的関係と不可分である。シンガポールを含むマラヤ世界は、典型的な民族縦
割り構造をなし、民族と宗教の対応関係も錯綜している。諸集団が相互排除的な関係にとどまるかぎり、コミュ
ナル対立の火種は潜在し、他者理解に裏打ちされた集団間の和諧は遠のく。本研究では、この観点から、地域社
会に併存する集団間にいかにして不和が起こり、またいかにすれば調和的関係が構築され得るかについて、理念
と実践の両面から考究され、集団間の平和的共存の鍵としての社会的包摂の実現可能性が検討された。今回の研
究成果は、多元社会に踏み台筒ある日本への示唆を含むものとして学術的価値は小さくない。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

民族間の対立や紛争の根底にしばしば「宗教」が伏在することは、近年の係争事案を見ても明

らかである。宗教的な緊張関係の抑止が民族集団の共存にいかに重要かが伝わってくる。民族間

の協調は宗教間の協調に多くを負っており、これは概ねアジアにも妥当する。とりわけシンガポ

ールを含むマレー世界は民族縦割りの列柱社会をなし、宗教と民族間の対応関係も単純でない。

宗教的･民族的な対立要因を抱え込むか否かが地域社会の安寧を左右していると言ってよい。い

ずれにせよ、諸集団が｢列柱｣のままとどまるかぎり、コミュナル対立の火種は潜在し、他者理解

に裏打ちされた国民統合の実現は遠のくことになる。 

 本研究プロジェクトでは、集団間の摩擦や対立要因を潜在させた複合社会シンガポールで、い

かなる理念と方策のもと民族共生に向けた試行が行われているかが討究される。具体的には、社

会の｢列柱｣に横串を通すための｢官｣と｢民｣にわたる宗教和諧と民族交流の取り組みを、トップ

ダウンとボトムアップの両様の視角から評価する。その上で、当該国の国民統合の手法と現状と

を、成否を含め批判的に吟味するとともに、私的領域への国家の戦略的な介入が惹起する弊害と

諸課題をも析出しようと試みる。シンガポールの先駆的事例の検討は、必然的に、宗教・文化と

世俗権力をめぐる普遍的問題にも我々を導くことになる。 

 

２．研究の目的 

本課題は、民族と宗教が混在するシンガポールを対象に、錯綜する民族間関係と宗教間関係の

現状を分析し、諸集団の調和的関係の構築・維持の方策と仕組みとを、宗教を軸に官民の双方向

から捉える試みである。宗教問題と宗教政策を安寧秩序の要と捉え、各宗教・各民族文化に精通

し方法論的にも多様な専門家を動員して核心に迫る。宗教と密に絡む民族文化の問題も考察に

加え、文化政策の動向に配慮しつつ、宗教間問題を軸に同国のコミュニティビルディング／ネイ

ションビルディングの重要な一側面に迫る。本プロジェクトは、典型的な多宗教・多民族社会の

足跡と試行錯誤の批判的検証を通じ、複合社会化しつつある日本への重大な示唆を得ようとす

るものである。 

シンガポールの多文化主義について、宗教横断的かつ民族横断的に、集団内部の視点も加味

し、相互理解の草の根の努力にまで踏み込んで為された研究は未見である。本研究はこの意味

で、重大な欠落を埋め、新たな着眼と独自性をもち、かつ現代的意義も有する。 

近代国家シンガポールの「壮大な社会実験」は、その是非や評価はともかく、国際社会に先駆

的な事例を提供し、社会科学のみならず、地域研究・文化研究・宗教研究など人文学分野にも貴

重な知見と教訓とを含んでいる。加えて、宗教多元主義と公共宗教、世俗国家における宗教の排

除と包摂、宗教政策と宗教の私事化/公共化(脱私事化)といった問題をも提起し、ひいては日本

の国際化の方途と帰趨の問題にも接続するもので、本研究プロジェクトは多重の意義に裏打ち

されている。 

 

３．研究の方法 

本研究は、都市国家シンガポールの国民統合・国家統合について、宗教、文化、および民族間関

係・宗教間関係の観点から重層的に考究する試みである。シンガポールの主要な宗教集団を尽



くし、かつ各方法論・ディシプリン(宗教史、比較宗教学、文化人類学、宗教人類学、地域研究)

にわたる複数の研究者を組織・動員して課題遂行に当たる。宗教集団別では、山下（研究代表者）

がヒンドゥー教と仏教・道教、保坂（研究分担者）がスィク教とイスラーム、竹村（研究分担者）

がヒンドゥー教等、市岡（研究協力者）がイスラーム、岡光（研究協力者）がキリスト教をそれ

ぞれ分担する。文献研究（フィロロジー）と現地調査（フィールドワーク）の両面、理論面と現

象面（実践面）の両面、宗教面と文化面の両面について、それぞれバランス良く光を充てること

で一方的で行き過ぎた解釈や議論を戒め、妥当で説得力のある統合的知見・結論に至ることを旨

とするものである。 

 

４．研究成果 

 上記の目的意識と方法論とをベースとする本研究プロジェクトは、別途に詳説するとおり、そ

の研究成果の詳細も多産かつ多岐にわたっている。成果発表・公開の方法や場所についても同様

で、新型コロナ感染症にともなうさまざまな困難にもかかわらず、各メンバーの便宜や機会に応

じて多彩な公開のあり方が模索されてきた。研究代表者は、オンラインによる国際シンポジウム

の関連セッション（アジアの異宗教間理解に関わる諸問題）も主宰し有意義な議論を展開するこ

とができた。 

 対面による研究会は、パンデミック禍の発生に先立つ研究計画初年度の 1 回にとどまってし

まったが、代表者が鎹になるかたちで、分担者の渡航先に赴いて意見交換・情報交換をおこなっ

たり、メールによる連絡を欠かさぬように努めたりするなど、感染症の蔓延によって生じた諸困

難の克服に奔走することとなった。コロナ感染症による制約は最終年度まで影を落とすことに

なり、最後まで真の意味での「正規の軌道」に服することはできなかったが、皮肉なことにコロ

ナ感染症とそれをめぐる政策措置に対する宗教組織や信者側のレスポンスや儀礼の変容の様態

が新たな問題意識を育み、ポスト･コロナの宗教現象に新たな視角を与えたことはせめてもの幸

いであった。 

 成果公開は、当初予定の 3年間だけでも、総体で書籍（図書）が計 20件、論文が計 17件、研

究発表が計 29件（うち国際学会における英語での発表は 11件）となっており、成果発信の実が

上がったことが示唆されるであろう。最終年度を加えれば、さらに明らかにこの数は顕著に増大

することになる。 

 そもそも申請調書に「やむを得ない事情で研究遂行に遅滞が生ずる事態に備え、仮に研究計画

の一部が未達成を余儀なくされる場合でも成果公開できるよう、考察内容･考察対象･調査先に

優先順位を施し、年度毎に研究に纏まりを設けつつ遂行し、かつ随時研究成果を発信していくよ

う努める。」と記してあった。猖獗を極めた新型コロナ感染症により、「調査先に優先順位を施す」

ことはままならなかったものの、概ね非常事態の対処については当初目標の大きく外れないか

たちで大過なく進捗したものと自負している。 
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